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２．考察と課題

３．担い手農業者への農地の集積・集約化に関する方針

・水田を耕作している担い手農業者は35名。うち耕作面積1ha以上の大規模な担い手農業者は9名
・水田の13%が担い手耕作地または担い手以外の利用権設定地となっている。
・まとまった水田は、井伊谷などの南部のみ
・担い手農業者の水田耕作は、井伊谷などの南部のみ。
・その他の地域では、自給農家や地域環境保全活動に支えられている。
・耕作放棄地は少ないが、自給農家のリタイアに伴い耕作放棄地が増加している。

・3名の担い手農業者が、計4.6haの耕作地拡大を希望している。
【方針】耕作地拡大希望者へ農地を集積する。

②アンケート調査に回答した農地所有者　又は　担い手農業者の農地面積

③出し手面積(アンケート結果)

ⅰ 耕作者がいない(管理のみ)

ⅱ 70歳以上・後継者いない

13.1

4.6

ⅲ 69歳以下・減らしたい

④地区内において担い手農業者が引き受ける意向の農地面積

224.9

66.6

11.9

41.6

①耕地面積 (全農地-耕作放棄地)

人・農地プラン（引佐）

市町村名

浜松市

地区名

②アンケート調査に回答した農地所有者　又は　担い手農業者の農地面積 781.3

引佐

①地区内の耕地面積  (全農地-耕作放棄地)

作成年月日

R3.3.31

直近の更新年月日

R3.3.31

1197.8

341.5



【畑】

１．畑地の現状
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２．考察と課題

３．担い手農業者への農地の集積・集約化に関する方針

【その他】

34.9

16.8

ⅰ 耕作者がいない(管理のみ)

ⅱ 70歳以上・後継者いない

ⅲ 69歳以下・減らしたい

④地区内において担い手農業者が引き受ける意向の農地面積

・畑を耕作している担い手農業者は76名（露地畑作10名、ハウス畑作11名、露地果樹64名、ハウス果樹4名、茶
2名、畜産5名、その他3名）
・畑の17%が担い手耕作地または担い手以外の利用権設定地となっている。
・畑地は主に樹園地として利用されており、みかんの産地が形成されている。
・耕作条件不利地を中心に耕作放棄地が多い。

89.9

23.8

①耕地面積 (全農地-耕作放棄地)

②アンケート調査に回答した農地所有者　又は　担い手農業者の農地面積

③出し手面積(アンケート結果)

856.3

・17名の担い手農業者が、計16.8haの耕作地拡大を希望している。
・拡大希望者は露地果樹が多い。
・1ha以上と広く面積を希望する担い手農業者は7名、計13ha

【方針】耕作地拡大希望者へ農地を集積する。2～3年後の規模縮小意向も9名・4.7haと多く、縮小地の継承も
重要

556.4

148.6


